
 

 

 

 

  7割の悩み 

英語が小学校の導入されたとき、仲間と一緒に英語を使った

誉め言葉を集めました。 

「ＧＯＯＤ」「ＶＥＲＹ ＧＯＯＤ」だけではと考えたからで

す。Ｎｉｃｅ、Ｇｒｅａｔ、Ｆａｎｔａｓｔｉｃ、Ｇｏｏｄ Ｊ

ｏｂ、Ｗｅｌｌ ｄｏｎｅ・・・いろんな言葉を 50 ほど集め

ました。忘れないように、ノートに書いて授業の前には必ず見

ていました。 

ベネッセが小学生の親子に実施した褒め方の調査結果が公

表されました。3年生から 6年生の保護者と子ども、６９６組の回答の結果です。 

誉め言葉の内容についての質問には、 

「頑張ったね」などの同じ言葉になる 68.2%の保護者が「ある」と回答、褒め方に自信が

ないと答えた保護者が過半数いたと報告されています。 

保護者の７割が悩んでいるのが、「褒める前にできていない点が目につく」ということで

す。また、「褒めようと思っても注意や小言から入ってしまう」と 64％の保護者が答えてい

ます。 

「この会社を見て、気がついたことを言いなさい。と新人研修で尋ねると、ほぼ全員が悪

いところを指摘する。こんな状態では現場には出せない。」と嘆いたのは、経営コンサルタ

ントの故船井幸雄さんです。経営コンサルタントを目指そうとする人でさえ、褒めることは

難しいのです。 

では、褒められた子ども達はどう感じているのか。 

「うれしい」94.5％。「自分を見てくれていると思う」82.7％、「もう一度頑張ろうと思う」

80.3％、「自信がつく」と 7割以上の子どもが回答しています。上手に誉めるには、 

１，結果ではなく、プロセスを褒める。 

２，「すごい」や「えらい」ではなく、事実を具体的に誉める。 

３，その場で、すぐに誉める。 

４，ありがとうと」感謝を伝える。 

５，表情をつけて誉める。 

 実は、ほめることは難しいことではありません。お子さんが生まれる時、おそらく多くの

方は「無事に生まれてくれればいい」「元気に生まれてくれればいい。」と思ったはずです。

お子さんの存在そのものを肯定的に捉えていたはずです。その頃のことを思い出し、お子さ

んの存在そのものを丸ごとも認め、褒めればいいのではないでしょうか。 
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